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３章多重債務者への社会的支援とエンパワメント

１．多重債務者調査の目的とその概要一

本章の目的は，－－

閃

９８Ｆ

これまでの１，２

章を踏まえて，

多重債務務者の

現状を分析する

ことにより，そ

の問題解決にど

のような社匡会的
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支援が必要かのい■両

具体的な中身をＪ－Ｐ>、トデ欄）図表７．対象者の属性へ
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検討することであり，特に低所得者を視野に入れた生活基盤としての社

会保障と自助としてのエンパワメントに焦点をあてて考察したい．ここ

での前提は〆お金を借りざるえない状況は，個人の資質や個人的な失敗

によって発生することもあるが，それだけでなく，これまで論じてきた

ように特に低所得者層にとうては，構造的に発生する可能性の高い生活

リスクになっていると考える視点である．

調査対象はシ筆者が設立時からかかわっているボランティア団体であ

る「沖縄クレジットｑサラ金被害をなくす会」に相談に訪れた多重1債務

者（N=988）と，現在，特定調停あるいは自己破産を申請予定である「特

定'調停勉強会｣！，すでに申請した人の集まりである)Ｔ:(あしたの会。蓉丁訪れ

た多重債務薑者（Ｎ＝58）とする．各対象者数と調査■期間は以下のとおり
■

である．ァ

Ｌ沖縄クレジット）?サラ金被害をなくす会相談票の分析
KjJ

（2000年１月－１２月，９８８人），

２．特定（調停勉強会，あしたの会出席者へのアンケート調査

（2001年１０月汁５８人）丘
．７

行’二‐

これから沖縄クレジット・サラ金被害をなくす会は,「なくす会」と呼
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ぴ，特定調停勉強会とあしたの会は，まとめて「勉強会」と呼ぶ．対象

者の属性は，図表７のとおりである．また，なくす会では毎年報告書を

だしているが，９８，９９年のデータ（図表10,11）については，その;報告

書から引用した．

２．結果と考察

１）借金理由と．

図表ｓはなくす会の最初の借
１１位」生活費一一２２ｓ（27.0）

金理由であり，これでわかる２位保証人名■義貸し１５２（1759）
３｢位事業資金１１０（１３０）

ように①生活費，②保証人名１４位」ごギャンブル６１（7.2）
ｹﾞル６:位了遊興･飲食４８（5.7）

義貸し，③事業資金の順とな６位車ｂオートバイ４{ｉｈ(5.3）
n位買物・レジャー８０（３５）

っている．国民生活センター８位（病気入院２１（２５）

の川年調査では,①生活費霊(liiif隻麦極不動産購入１４（L7）１３８（l6i2）

の補填,②ローン･借金近:済；：L八図表８．最初の借金理由（なくす会）

③営業｡上運転資金,Ｌ④他者のｆ』’：～

債務返済の順であり（国民生活センター》1997)，日弁罎連の２０００年調査

では,～①j生活苦・低所得，②負債の返済,保証人肩代｢わりの順となって

いる（曰弁連2001)．それぞれ調査項目が違うが国民生活センターの生

活費の補填と借金返済は，P結局γ借;金の返7済のために生活費ｶﾐ不足する

と考えられ，この２項目は相互に関連していると考えられる．また国民

生活センターの他者の債務返済，曰弁連の保証・肩'代わりシ沖縄なくす

会の保証人名義貸しは，同一のものである．従って〕多重債務に陥い５
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図表⑨．多重債務へ陥るきっかけ上位
(国民生活センター及び日弁連報告の比較（複:数回答％）･'.？，Ｖ゛Ⅶ.
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きっかけとなる借金として生活費，保証人名義貸し，営業資金の３項目
Ⅲ,（;上司

一．…・-１４，＿‐

は全国的な傾向であり〕≦多重債務問題は低所得層，中小企業の営業主の

問題ともいえる．曰弁連調査では，その団体の性質により免責にならな

い理由は表にでない傾向があり，ギャンブルは借金理由の中にみあたら

ない。浪費，遊興費も下位となっている。しかし，なくす会ではギャン

ブルは４位，国民生活センター調査でも?7位であり，）■多重債務の原因に

は￣部ではあるが价個人の資質も関係している。い■

図表１o，１１，１２は，なくす]会における最初の借金理由を性別，年代

別にみたものである．なくす会の１９９８，１９９９，２０００年とも共通に一方

が６割以上となっている項目は，ジェンダー差がでている項目ど考えら

れ沁それをみると男性ではギャンブル，車・オートバイ，遊興ざ飲食で
「・＿，‘ら

八J:八/

あり，女`性では生活費，保証人名義貸し，買い物・しJジャーであった〆、

次に項目別の年代の'特徴をみると，生活費/では，２０代，３０代がi多い

:igog年に０人であった２０代男性が2000年に’5人■と増えているのは，
`.`’．、B jij

iiij縄県の若者の雇用状況悪化が関係していると思われる．保証人名義貸

しは２０代，３０代の女性に多く､これは夫や,恋人，{親に頼まれ=て;断れな
’ニヌン

い事例も多い．貴し､物・レジャーは２０代女`性，車・オートバイも圧､倒
了_： ､－１『.-

＝：．尉

的に２０雨代男性が多い遊興も飲食費は２０代，３０代男性，事業資金は，
…<jｒｉ

３０代，４０代の男性中小企業主，ギャンブルは，３０代，４０代の男`性で多
．（；

〈なっている．これらの結果から，商品足りに男女差はあるものの，若者

層の多重債務予防には,契約をも含めた消費者教育が必要である.同様

に，悪徳商法による被害防止には，消費者センター等での啓発が重要で
？;.「 ／．;－t ７ｉｉｉｆ

あろう.：失業対策,,母子家庭への援助，生活保護等の`情報提供，中小企

業向け低利融資，住宅ローン減税，利子の格下げや返済期間の延長，家
，ｊ

計カウンセIノングノギャンブルや浪費癖には心理カウンセリング等の社
ｉｉ）ナｌ孔詮～ｘ（:ＪＬ：

会的支援も必要なことがわかる．‐

２）脆弱な生活基盤一失業と不安定な雇用

なくす会，国民生活センター，曰弁連，いずれの調査においても借金

理由の１位は生活費であるが，これは，多重債務者の多くが貧しく生活
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■

基盤が脆弱であることによる．ほとんどすべての生活財が商品となった

資本主義社会において，失業は衣食住を得られないことを意味し，その

ことはまた生きられないことに直結する．高齢化と病気は，労働者を必

然的(錫E労働力化するから，この２つの社会的事故に関しては）国民年

金と国民健康保険でそれをカバーし，かりに不幸にも失業することがあ

っても匹その期間中は失業給付でカバーしてきた．しかし，最近では，

不況によるリストラ，倒産による失業は増えており，図表７でわかるよ

うに，なくす会データでは，無職28.696ウパート１４．２％の計４２．８％，

勉強会データでは無職２３．６％)パート４３．７％の計６７．３％となっている．
「．・ ’１４．

現在，不況下で多くの人が，失業保険受給期間内での再就職は困難な状

況にある．それでも何らかの失業給付を得ることができるの者は幸せで/

ある．パートの多くは，失業給付が受けられる条件の雇用契約にあては

まぢないまた，なくす会や勉強会の参加者には，中小企業や零細企業

への就職や何度かの転職を経験している者も多いが，その就職先が失業

保険制度に加入していないことも多い.その場合には当然のことながらｊ

解雇されても失業給付はないＪ

Ｓ）健康保険，国民年金への未加入
．I．．．〕

Ａ

戦後わが国では,｡｡完全雇用の状態でしかも終身雇用であるため，多く

０
０
Ｂ
■
Ｐ
炉
０
Ｌ
Ｐ

Ｐ
‐
』
０
１
０
０

００

叩

/，

１１.`ｉ

ｌＩＩ
ｌ

ｉｌ１

１ｉ

b■

国民年金
未加入

健康保険
加入～ 未加入 免除加入

37(220）
34(33.7）
30(17.0）
25(34.2）
13(30.2）
0（０１）
27(23.ｓ〉
1ｓ6(23.9）
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57(33.9）
34(33.7）
107(60.8）
16(21.ｓ）
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22（100）
43(38.1）
２９０(41.6）
￣￣￣
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33(32.6）
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７８(10.1）
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図表１３．健康保険・国民年金への加入状況「

の人は，途中で解雇されるこどもなく会社との折半により，支払いを意
識しなくても長期間の年金を拠出できる状態にあつげた⑮しかし１，：現在，

沖縄県の失業率は９％を超え，リストラ，失業，職を得てもパートが多く

4０

Ｉ 職



と

なっており，年金を払うことが困難な状況にある．国民皆年金制度とは

いっても，現実には，４０年という長期間の年金拠出ができなければ，高

齢期に満額の国民年金を受け取ることはできない．年金の拠出が，本人

と雇用者の折半であるため，中小企業でも，雇用者の側からの国民年金

が負担になってきている．ましてや企業とは名ばかりの零細自営業者や

個人の水商売で，しかも高額な債務を抱えている者にとって，毎月13300

円の国民年金は払える状態にない．図表１２はなくす会２０００年の国民健

康保険と国民年金への加入の状況である．これによると健康保険で１割，

国民年金は３割の人が末加入となっているｄ多重債務問題はｿ病気にな

っても病院に行けない状態や，将来の無年金者の増加に連動している．

４）なぜ生活保護が受けられないかい了禺！Ⅲ

国民生活センター，ロ弁連，沖縄クレサラ調査のいずれでも生活費の

不足分が借金理由の第１位である．図表７にみられるように，調査の平

均月収は，なくす会で９８，９６９円,(し,勉強会で113,529円であった．生活保

護以下の生活水準であるのに，なぜ生活保護費の受給ができないのであ

ろうか.<f生活?保護受給世帯は１９９５年６０万人に対して，１９９９年は１００万
；．；

人と急増している．しかしクノそれにもかかわらず橘木によると,と,現在の
ｉｉ,(）し〉山’

生活鶏保護制度の問題点は要保護者息の大多)数が生活保護を受けてない塁-ど
゛‘..‘．.:．．

であると述べる．それは，ひとつにはｊ兄弟姉妹の２親等親族の扶養義
．上.詮.

務が厳格に課せられているこ△と，厳格な所得丁資産検査（ミーンズテス

ト）で財産やある＝定程度め貯金がある場合には，受給を受けることを

恥だと思う風潮がまだあると述べる．(2000）いくら２親頭とはいえ’十兄

弟姉妹がいてもｊ生i舌をそこに依存-することは現実に不可能である．ま

た，;家屋敷を売ることにも抵抗がある．「蓄えも底をつき，売れるものは

売り牙身ぐるみはがされた状態でないと生活保護は受けられない」（東京

ソーシャルワーク2001）のでは，その前に手っ取り早く消費者金融に

走ってしまう．今すぐ必要な生活費を，すぐに鬘/(J′で貸してくれるI状況

があれば，生活保護を受けるよりも，そのほうが精神的にはるかに楽で

ある．、，：「

厚生統計は鈩最近十の被保護世帯はその貧困の原因が「多子低収入」か

Ⅱ

|’

Ⅱ

Ｉｌｌ

Ｉｌ
Ｉｌｌ

ｌｌｌ

|ｌＩ
ＩＩＩ

ｌＩｌ
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し

ら「傷病無収入型」へと変化していると述べる．（厚生統計協会2001）

このことは働けなくなって初めて生活保護受給の可能性がでてくるとい

うことでもあり，平成’’年度被保護世帯のうち，働いているもののいな

い世帯が８８．０％である…働いているが低収入という状態では生活保護を

受ける可:能性は低い．また毎月，支払わなければならない借金があると

生活扶助がそれにまわってしまう可能性も高くなり弘多重債務の存在が

生活保護受給にさいして不禾Uになることもある。現在の生活保護の在り

方がオールオアナツシングで，生活Ⅱ贄の不足分を保障するとか，働きな

がら給付を受けることができない…働けない人を対象にした生活保護とだ

けでなくシ働きながら低収入を補う形態の；支援が求/められる・〈と

５）借金問題以外に困っていること－社会的排除.(so道ialbXC1USion）

図表:，３は,:勉強会調査で借金以外に｢今どのような困っていることが

あるか」という質問で,’４項目を挙げＳつ以内で複数回答して;'もらヶた葡一

その結果，困っていることが'１第１に貧困，第:２教育ｶﾐ受けられない〆

第３に失業,第４病気,:■ルー、

第５;住(宅｣と;なった．～－－い１０％以上の１回答を得た項目
１位現在の収入では生活できない （560

1941年英国の「揺りか二－２位２二子、供にもつと教育を受けさせたいv(2２０
３位仕事がないのでみつけたい （２０Ｏ

ご墓場まで」のスロー、～;i４位ニー)病気を拾したい;;;～ujiの：ブル窪(frS;ｏ

５位家賃が安く安心して住める住宅Ⅲ』(懸８ガン■で:L有Ⅲ名)なくヴプリイオ６位が～浪費〈せを直したい￣
…（１２０

ツジ.プランにおいてγ三隻－=曇塵曇を＝＝したい

１
１
１
１
１
１
１
－

ﾍﾞｳﾞｱﾂﾞﾂｼﾞ卿が5つ■図表14■借金Ｍに層臺冑鵬鐵回答）
の1怪物とよんだ①健康ｆ’１１コレー

をむしばむ病気)〆②生活:困難を招く貧困,』③適切な■教育を受けられな{い～

ことによる無失ﾛ，．④失業状態によって■陥る無為；⑤不衛生で狭筈きしい住

環境（杉村1998）と１１直序ごそ差はあるもののゴーその内容が全くヨ致して

いるけ社会保障は救貧ではなく,■■国民の生存権として虫のナショナルミニ

マムの確保であるが，多重債務者の多くは，そのナショナルミニマムカ！

不十分な状態にあるといえよう．多重債務問題は，単に金十銭だけの問L題

ではない国民健康保険を払えないため病院に行けない，国民年金や失

業保険さえももらえない不安定'な職業，不P安定ｿﾞな/■住環境，病気’離婚（な
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し

〈す会データ２３．６％）や別居（同１３．５％)，家族関係の悪化等，多重債
務者の生活には，普通の人が普通に行っている社会のメインストリーム

から排除されていく社会的排除（socialexclusion）の状況がみられる．

多重債務問題の根底にあるのは貧困，それも様々な次元での一塊となっ
た力（power）の収奪となっている．

３．多重債務者のエンパワメントプロセスい

以上の調査結果から，多重債務はギャンブル；浪費，遊興のような個
人的な資質や失敗によって発生することもあるが，特に低所得者｢層にと
っては，樽I造的に発生する可能性の高し〈生活ロスクになっていることが

わかる．多重債務者の多くは経済的にも社会的にも恵まれない地位にあ、

る社会i的弱者であるが，多重債務者自身がそのことに気づいていない．

多重債務者が自らの生~活をコントロールする力を獲得していぐプロセス

は,ｺﾞ}社会!的弱者が自らの問題を自覚し,L二問題解決のためjの資源（リソー

ス）にアクセスし，連帯し，発言し，構造的な社会変而革をおくこすエンパ

ワメントのプロセスとしてﾗ捉えることがyできる.～エンパワメ斎ン卜

（empowerment）とは久木田によると「社会的に差別や搾取を受けたり，
自ら〈コント÷ロールして;いく力を奪われ:た人力：,jl琴そのコントロールを取り

戻す'プロセス」（1998）で､あり，社会的弱者らが経済的，社i会的,イメ政治的

な力（Power）をつけることにとどまらず，その個人的な変革が,?▼構造:的

に社会変､革に連動していく;個人と社会の相互変革の(プロセ､スである.iま

たプこれは金し銭烹環境を自分で制御していく消費者二教育のプロセスでもあ

る●ここで〆なくす会昨勉強会のJ活動を基に多重債ｨ務j問題解決に焦点を，

あてたエンパワメントモデルを作成する可

第１段階「債務:状況の｣認識レベル」￣~状況把握曰

このレベルではＷ多壽重債務に陥った原因と債務状況)の正確な把握が必

要である.／この場合家族が保１１証:人になったりソ名義貸しをしているiこど

も多く，個人レベルではなく，家族という集団レラベルでの状況把握しな

ければならない.。そのプロセスは①支払い記録や領収:書の:収?集;，②消費

者金融だけでなく知人・友人からの小口の借金も含めた現状認識''1<③な
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ぜ多重債務に陥ったか自分自身のお金の使い方を点検するの順となろう

多重債務者の多くは，借金がいくらにな０ているかの即答ができない．

また，家計の記録や借金の記録をしている者も少ない．「迷惑をかけない

から」という言：》示：
１o％以上の回答を得た項目

(４６．７）
(40.0）
(31.1）
(24.4）
(=OIO）
(11.1）
(11:1）

葉だけで，連帯１位保証人にならない)■
２位クレジットや月賦は利用しない

保証人になった３位名義貸しはしない
４位苦しくても給料の範囲内で生括

り，名義貸しを５位計画的に,■i計j算してお金を使こうＴｆ

してＭ相談｜；濫言儒鑛雛掌蕊髪≦彗<■ ｉユ

員との対話こによ

図表１５．多重債務に陥らないために重要なこと
り,このようｉｔⅡ…〃～(２項目以内複数回ﾂ答:）
金銭管理の=不十曰。n－，．乱田

分さがわ■かる・その点検によって，図表１５に示されたことを多,重債務に

陥らないための教司||ど捉えている。収入の範囲内で計画的に生炉活Eするこ

と『そのための予備費，貯蓄の重要性,Ｌｉ家:計の記録,」契約の重要』性と薑ｉ

任等，：消費者教育の課題は薇大きいゲ卍γ

第２段階「意J識化レベル」一家些族集団レベルでの目標設定

ことでのプロセィスは，①問題解決のたrめの家族リソース(金銭,,時間Ｉ

労力))ﾊを挙げる）②目標jの設定，■③家族リソーースの調整，j④家族のi合意

の順となる.凹家Ⅱ族全員(でこの問題を解決するために何ができるかを吟味

し目標を設定し，具体｢的な計画をたて，それに参加するための改革案の

作成する鉦そのためには,Ｈ各自がどのように債十務返済に貢献できる:が，

あるいは，どうしても?貢:献／/犠牲にできないことは何かを了明確にしなけ

ればならない.-J生'活の;基:本的なニーズを確保しな』がら支出を削るための

生活管理，各自が収入を増やす努力とそのための家族全員の役割分:担，

生活時間の見直しと協力等〆｡家(5族内でのリソースの調整;ど合I意の形成が

必要となる．'１家:事労働をも含めてジェンダーによる固定的な役割分担を

見直し特定の人に負担がかからないような調整は重要であり，経済応的支

援と精神的支援の両面で家族の連帯感は不可欠である．」

第３段階「法的解決のためのリソースへのアクセスレベル」￣選択のため

の意思決定ハヒ：汀一

＃
Ⅲ
１
１

０，１

１ｉ
ｉ
ｉ
…
…

｣ 4４
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法的解決のための選択肢には任意整理，自己破産，特定調停＞個人再

生手続き等かあるが，それへのアクセスに問題がある．なくす会を知っ

たきっかけは,県民生活センター（16.3)，市町村消費者相談窓口（16.3)，

友人（14.6)，新聞記事（11.5)，親戚（7.2）民商（4.5）婦人相談窓口

（2.5)，その他（命の電話を含む）（26.1)，不明（0.5）の順で,これら

が問題解決のための情報や支援を提供する外部リソースである鄙また，

自分が助けてもらったということで同様の親戚や友人を紹介する例も多

い．しかし，これらの機関へアクセスした時には，家族努力という自助

だけでプ問題解決できる例は少ない．このレベルでは，生①多１重債務の解

決を支援する外部リソースを確認γ②リソースへアクセスし『③そこで

の支援を得て法的解決のための選択肢を挙げる．④選択肢の特徴，自分

にとってのメヅット・デメリットを知る．⑤選択肢からひとつを選ぶ，

⑥支援を得ながら法的な手続きを踏む，の順になろう．と選択肢を自己快

定し，、ひとつひ}とつ問題をクリアしていくプロセスは皿多重債務から脱

出し，それによって自分自身と自信を取り戻すプロセスでもある』.～

第４段階「参加・コントロールレベル」→社会的変革のための理解と行動

外部リソ胃スヘのアクセスは，このこと自体が）社会的なネットワー

クへ参加するきづかけとなる．了多重債務者の多くは,;了借金のことを誰に

も相談できず悩んでいる．自分だけで解決しようとして,/とその間に償,務

が膨れ上がうていくこ；:いいい{‘

とも多い．同じ様な立ルヘヱハーミー一辺９６以上の回答_≧｣塾ｾﾞﾆ墓邑亘
１位業者に立ち向かう知恵（５

場の債務者の話を闘い■１位Ｌ特定調停の仕組み十口Ｙ…Ｌｊ～ｓ

たり,相談員や司法書､灘鱸鶴野盲皀艤二J鵜蕊｣と.■(ｆ
士等専門家の話を闘い■言棲■鬘蕊鴛金皇昊鱸量餓二章用’
ていくことによって利３儘曹髻鱸ＩＤ畠識産に蚕ji-ろ艤問；(ｌ
息制限法以上の利子を；ん－J－ロ

図表１６.勉強会，あしたの会で学びたい
支払っていたこと等’＜３項目以内複数回』
学ぶことも多い.また」？

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

３
３
７
８
７
６
４
４

■
■
■
■
■
■
■
■

ｓ
Ｓ
１
８
Ｇ
４
Ｏ
ｏ

５
５
４
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く
く

図表１６．勉強会，あしたの会で学びたいこと
〈３項目以内複数回答）

勉強会では，調停の様子やそこでのやりとりの情報交:換によってゴ特定

調停のあり方の問題点を指摘するような発言'もでてくる．しかし,。多重
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債務の解決を個人の問題に終わらせずに，多重債務者が増えていく社会

的仕組みの変革に連動していくには，社会的ネットワークとの連帯によ

る高い目標設定が必要であろう．以上のエンパワメントプロセスを経て，

多くの多w重債務者は，新たな生活を再建することができるＪしかし，こ

のような法的措置はあくまでも事後処理であるが多重債務者を取り巻く

社会的状況が改善されなければ根本的な解決にはならない.従って直接

的に多重債務者に焦点をあてるだけでなく，低所得者層全体を視野にい

れたナショナルミニマムとしてのセイフテイネットを構築しないことに

は、多重債務者が発生する社会的士壌はなくならない．そこ4で次にフリ

ードマンの理論を応用して，低所得者層のための社会的支援について検

討する．エイへ

４．社会的基盤へのアクセス“■

フリードマンは，貧困の根本原因を，社会的な力の基盤を７t負す資源

（resource）にアクセスできないための総合訓的!な剥奪と捉えている．

（1995）ご〔の言失われた社会的な力の基盤を明確にす;るこ了とは)参多重債~務

者にとってどのような社会的支,援が必要かを明らかにすることでもある．

フヅーＳＦマンは,v』貧しい者がアiクセ(スできない８つの基盤として,こ'①

防御J可能な生活w空間）②生存に贄やいす時間以外■の余剰時間γ③知識ど技：

能労働と生計をたてるための手段，④適正な情報，⑤社会､組織，⑥社f会

ネットワ戸ク;j⑦'労働jと生計をたてるた薑めの手段，⑧フォーマル,イン
龍

フォーマルな資金，を挙げ｡ている；しかしここでの基盤は,上:｣水や霞竺気さ
ィど了ｔｉｊ::；（て.’息~；～可．）､ｉパパｆ－ＹＴｖ－、

えもない開発途r上国における貧困を想定しているが,■::)本研究で対象にし
」．１J?ｌ、．～丹み

ているのは;豊かな国における貧敵あlりそれを修正する必要がある～

例えば,②生存に費やす蒔藺以外あ余剰時間へのアクセスに関しては，

日本では，生存に必要な水汲みや食料調達のために１日のほとんどを費

やし余乗り時間が確保できな『､狭態ではな■灰?逆に失業のために何もする

ことのない無為の時間が大量にあることが問題であり②を除きたい．ま

た⑤社'会組織と⑥社:会ネットワークへのアクセスについてはまとめて論

じる－以下のリソース，社会的基盤がただ存在するだけでLなく，そこへ

4６



し

のアクセスを容易にすることは，つまりリソースを利用しやすい状態に

することは，建前ではない実質的なセイフテイネットを構築することに

つながり，低所口得者層のみならずすべての人にとっての安心感のある生
可舌に寄与するＬＦ

１）低所得者向け住宅政策一安心して暮らすことのできる生活空間へのア
クセス

なくす:会では７８８２％；ず勉學強会では５４６９％が賃;賃住宅となっている;{家

賃は生活費の中で最も大きな定期的支出であり，しかも支払わなければ

たちまち生活基盤を失う:ため,その支払いを強制されるｌ性質を持つ.よそ

のた'めし住むところをいつ失うかという危機感は，大きな精神的不安の材

料でありＪ勉強会調，査における「因つていること」にもそれが反L映され

ていた．低所得者に焦点を:あて」た(住宅j攻策が必要であるケハ(ＩＩＪ ｾﾞノ

２）教Ⅲ青の無償化一知識と技)能労働と生_計をiたてるた:めの手段へのアクセ
ス寛士Ｙ：宝，ｘＵＬＬ;1１入よう；やミーニ

経済的f資源を得るには，それを獲得生できるうだけの人的資源の開発が?な

ければな/らない．しかし多:重債務者の多くは，ｆ分tR教墜育歴を持たずそ

のことが不安定な雇用に繋がり，結果的に経済的パワーにアクセスする

ことのできない(層を生’んでいる6十〈:平等のよ:ｉｆうにみえるj旧本の教'青，の｡現i状イ

に対してﾂﾅ゜佐藤ぱ,妾二親:世代:の経,済的豊かさが教:（青と資ﾄ産・の２つの回路を

通じて〕次世代に影響すること，日本二でも富める者と|貧しい者の教育格鷆差

が拡大｢しつつあるこ烏とを指摘しているX2000）生□活保護にお耐る教育扶

助ではﾌﾟ)原則としで義｣務と教育ツ中学校まで■であり，ｉ子供に十分Yな教育を

受けさせること`のi帯でき/ないことが,－次世代の貧困の再生産に連結ｂでい

るゲ教育へのアクセスは〆人間らしく生きていくための手段を獲得すきる

ことであり，それをすべての人に平等に保障することが，)平等で:公正□な｝

社会の前提条件である．－<虫士－$し■ヘドハニモト…ず:～￣鐸（::■〉－，，J-.二・・，．－Ｗ・〒乳Ｔ-３２－，．－５ご・；、」当ｋ'一・．？▲一一一$２

３）生活保護の柔軟な適応一社会保障情報へのアクセス

本臺来なら生1活保護等,で対応すべき状態であるにもかかわらず,弓それへ

のアクセスに多くの障害があればうい待てずに手っ取り早く借金をしてし

まうことになる．しかし，￣定期的に返済すべき借金があることが叶生?舌

.｡！

／、

１，’
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ｈ

保護の受給に不禾Uに働くことから，借金そのものが生活保護アクセスへ

の障害にもなっている．また生活保護では，医療扶助を除いた生活シ教

育，住宅，介護γ出産,’生業及び葬祭の扶助は単独では受給できない．

しかし，もし働きながら不足分の生活費補填を前提とすると）各種扶助

を単独で受i給できるサービスを充実させるか必要があろう．巨生r活保護費

の柔軟なしかも事務手続きに時間をかけない早急な適応が重要である．

４）ボランティア，ＮＰＯの活用一社会組織，社会h的ネットワークへのアク

セス；：

多重債務:者の問題解決のため社会組織には）消費生活セトンターや民間

ボランティア【団体であるクレサラ被害の会，それ以外にも消費者金融協

会の>家計管理カュウンセ,リングセンターやクレジットや日本クレ?ジットカ

ウンセリング協会のク;レジツトカウンセリングセンター等がある．しか

し，２００万人ともいわれる破産矛i備一軍に対応狭するには，そ；の絶対鬮数釣董少，

ない．また専門家が一方的に支援するのではなく，その組織の中で多重

債務二者同士がお互いに情報を交換し励ましあい，さらに連帯して外部に

働きかけて/いく関係が重要で３６り，この相互作二用なくして”人、問開発と

してのエンパワメントはない.い～

５〕失閻業をfなくす－労働lと生計をたてるための手段へのア必セス炉【:Ｌ

これ《lま:で完全雇用がほぼ確保されていたが，現在戦-後最:大(1の失業率と

なっているi「資:本主｡義社,会で/雇慣用を確保できないことはい生きていけ

ない己と笠を､意味;する:.／何らかの職業を持つことは肌)生計を立てるだけで

はなく,jを人口間と'しで)の尊厳，点生きがい,:if自己実現:を;達:成することでもあ

る．働きたい人読べて.:の雇用確保とi仮に失業しても■職業訓練によづて次

の就笙職一の移行がスムーズにいく仕｣組みは,｢<■/社会のセイフテイネヅトの

最重要課題であろう．

ｅ）生活資金の低利融資と自営業者向け低利融資一資金の獲得へのアク
セス－k～.～ニーユ！■、～iL-ヨーーー”､～訂町

中小の自営業者にとって.肌営業資金の融資は〆死活問題に繋がるＪ特
に中高年の自営:業者は,もうこの仕事以外にはやれこないとの思いが強く，

仕事をやめるふん切りがつかず多重債図務に陥ってしまう．フリードマン
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'ま，何らかの小規模生産活動のために，資金獲得へのアクセスが重要と

考えた．また，グループを組んでの返済という独特の回収システムを持

つバングラディシュにおけるグラミン銀行の活動でも，何らかの小規模

生産活動のための資金融資にアクセスできることが，貧困からの脱出に

有効であることを示している．（ユヌス1998)しかし，発展途上国と違

い日本の多重債務問題の根本的な問題のひとつは，お金を借りられない

ことではなく，お金を借りることによってより貧困になる事である．そ

の仕組みに，貧しい者には返せない高金利がある．低所得者向け生活資

金の低利融資と中小企業向けの低利融資を社会保障をも含めたIシステム

の中で充実させる必要があろう．

消費者教育では，自らの消費生活の改善だけでなく，すべての人の命

と暮らしのよりよい再生産のために，企業，行政やNPO，自然環境に働

きかけ，生活を取り巻く環境を変革できる消費者を育成する．以上のよ

うなセイフテイネットの形成は，消費者が経済社会の中で人間らしく生

きるための環境を形成していくことでもある．

１５．まとめ

本研究では，なくす会と勉強会を対象にした調査によって以下のこと

がわかった．

①多重債務問題は特に低所得者層にとって，構造的に発生する可能性

の高い生活ツスクになっている．②多重債務の原因となった借金理由は，

生活費不足，保証人名義貸し，営業資金の順となっている．また，各借

金理由には年代別，ジェンダー別の特徴があり，その特徴にあわせた消

費者教育や消費者啓発が必要となる．③多重債務世帯は，金銭問題以外

にも，失業外低所得，不十分な子供の教育，住宅問題，健康問題，家庭

不和等の問題をかかえている．また，健康保険や国民年金への未加入も

含め，社会のメインストリームから排除される状況がみられる．④多重

債務者が自らの生活をコントロールする力を獲得していくエンパワメン

トのプロセスは，債務状況の認識，家族集団レベルでの目標設定，法的

解決のためのリソースへのアクセス，社会的変革のための理解と行動の

4９
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順になる．⑤法的問題解決によって目の前の借金問題は解決するが，そ

の前に低収入や失業等の状況を変えなければ，その根本的問題解決には

ならない⑥低所得者対象の多面的支援として住宅政策Ｊ教育アクセス

の平等化，生活保護の柔軟な適用，社会的ネットワークの充実，雇用確

保,え低禾I｣融資へのアクセス等が国民の生存権，ナショナルミニマムとし
て保障されるべきである．

謝辞：調査にご協力頂いたみな様，いつも多くのご助言鱸頂いている，Ｊな
ぐ十今相談昌古糟ヒロ子氏，島袋朝子氏，那覇市役■所西原喜代子氏に心〈す会相談員吉i賓ヒロ子氏，

よりお礼申し上げます．
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